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［
治
山
課
］
本
年
三
月
に
、
国
有
林
防
災
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
鑑
み
、

七
月
十
四
日
に
「
中
部
森
林
管
理
局
に
お
け
る

国
有
林
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
に
関
す
る
協

定
」
を
㈳
長
野
林
業
土
木
協
会
長
・
㈳
名
古
屋

林
業
土
木
協
会
長
と
締
結
し
ま
し
た
。

　

当
局
に
お
い
て
は
既
に
「
災
害
時
に
お
け
る

応
急
対
策
業
務
に
関
す
る
協
定
」
が
結
ば
れ
て

お
り
、
平
成
十
八
年
七
月
の
中
南
信
地
域
を

襲
っ
た
豪
雨
災
時
に
お
い
て　

両
協
会
に
情
報

収
集
等
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た

が
、
今
後
は
、
新
た
な
協
定
の
元
で
協
力
を
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

 

［
南
信
署
］
近
年
、
伊
那
谷
流
域
で
は
ニ
ホ
ン

ジ
カ
に
よ
る
被
害
が
増
大
し
、
そ
の
対
策
の
推

進
が
民
有
林
、
国
有
林
の
共
通
し
た
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
当
署
で
は
今
年
度
か
ら
新
た
に

「
地
域
一
体
と
な
っ
た
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
対
策

の
推
進
」
を
、
流
域
管
理
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
重
点
事
項
に
位
置
づ
け
、
民
・
国
の
連

携
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
で
、
よ
り
効
率
的
、

効
果
的
な
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
対
策
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
の
関
係
機

関
で
組
織
す
る
「
南
ア
ル
プ
ス
食
害
対
策
協
議

会
」
で
の
取
組
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
協
議
会

は
、
世
界
遺
産
へ
の
登
録
を
目
指
す
南
ア
ル
プ

ス
周
辺
区
域
に
お
い
て
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
対

策
の
広
域
的
な
連
携
を
目
的
に
、
南
ア
ル
プ
ス

周
辺
の
国
有
林
を
管
理
す
る
当
署
を
は
じ
め
、

関
係
市
町
村
の
伊
那
市
、
飯
田
市
、
富
士
見

町
、
大
鹿
村
に
加
え
、
長
野
県
、
信
州
大
学
農

学
部
が
構
成
団
体
と
な
り
昨
年
九
月
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。　

　

設
立
二
年
目
に
当
た
る
今
年
度
か
ら
は
本
格

的
な
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、
六

月
二
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た
同
協
議
会
の
総
会

で
は
、
今
年
度
当
署
が
仙
丈
ヶ
岳
の
お
花
畑
で

予
定
し
て
い
る
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
防
護
柵
設
置

に
、
同
協
議
会
と
し
て
協
働
実
施
す
る
こ
と
な

ど
を
内
容
と
し
た
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
、
現

在
、
当
署
、
同
協
議
会
、
環
境
省
等
の
関
係
者

で
実
施
に
向
け
た
具
体
的
な
内
容
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
協
議
会
総
会
で
は
、
国
有
林
の
現

場
第
一
線
で
、
日
頃
か
ら
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
対

策
を
は
じ
め
と
し
た
美
し
い
森
林
づ
く
り
に
懸

命
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
佐
野
大
鹿
森
林
官
が

「
国
有
林
に
お
け
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
被
害

と
対
策
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演
を
行
い
ま

し
た
。

　

佐
野
森
林
官
は
、
当
署
の
管
理
す
る
国
有
林

内
に
お
け
る
被
害
状
況
や
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
防
護

柵
、
樹
木
保
護
ネ
ッ
ト
な
ど
の
防
除
対
策
か
ら

地
域
関
係
者
が
連
携
し
た
広
域
一
斉
捕
獲
へ
の

参
加
・
協
力
、
職
員
自
ら
に
よ
る
ワ
ナ
設
置
、

さ
ら
に
は
今
年
度
新
た
に
結
成
し
た
有
害
獣
捕

獲
チ
ー
ム
の
取
組
な
ど
幅
広
い
内
容
に
つ
い
て

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
い
分
か
り
や
す
く
説
明

し
、
参
加
し
た
同
協
議
会
委
員
の
各
機
関
の
長

を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
関
係
者
に
、
国
有
林

の
取
組
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

当
署
で
は
、
こ
の
よ
う
な
取
組
を
通
じ
て
、

今
後
さ
ら
に
地
域
一
体
と
な
っ
た
ニ
ホ
ン
ジ
カ

被
害
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 ［
木
曽
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
］

　

木
曽
町
福
島
市
街
地
の
北
西
に
位
置
す
る
城

山
国
有
林
「
城
山
史
跡
の
森
」
に
は
、
長
野
県

希
少
野
生
動
植
物
保
護
条
例
の
指
定
を
受
け
て

い
る
サ
サ
ユ
リ
や
貴
重
な
植
物
と
し
て
各
地
で

も
保
護
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
カ
タ
ク
リ

の
自
生
地
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、「
城
山
史
跡
の
森
」
へ
の
登
山
者
等

の
増
加
に
伴
い
、
自
生
地
へ
の
悪
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
自
生
地
の
保
護
対
策
や

地
域
振
興
へ
の
活
用
等
に
つ
い
て
、
各
方
面
か

ら
幅
広
く
意
見
を
聞
く
、
意
見
交
換
会
を
六
月

二
十
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
木
曽
地
方
事
務
所
、
木
曽
町
、
城

山
史
跡
の
森
倶
楽
部
会
員
、
有
識
者
及
び
木
曽

町
の
広
報
に
よ
り
募
集
し
、
応
募
の
あ
っ
た
地

元
住
民
の
方
々
等
総
勢
十
三
名
が
参
加
し
、
当

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
か
ら
サ
サ
ユ
リ
自
生
地
を

経
て
カ
タ
ク
リ
自
生
地
ま
で
徒
歩
で
移
動
し
、

協定締結を前に

南アルプス食害対策協議会総会の様子

「
国
有
林
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
に

関
す
る
協
定
」
の
締
結
に
つ
い
て

南
ア
ル
プ
ス
食
害
対
策
協
議
会
総
会

に
お
い
て
森
林
官
が
講
演

　
　

〜
地
域
一
体
と
な
っ
た

ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
対
策
の
推
進
〜

希
少
野
生
植
物
保
護
に
向
け
た
取
組
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当
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
現
状
説
明
の
後
、
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

サ
サ
ユ
リ
に
つ
い
て
は
、「
灌
木
の
刈
り
払

い
を
行
い
自
生
地
の
拡
大
を
目
指
す
」、「
看
板

の
設
置
等
を
行
い
、
県
条
例
に
指
定
さ
れ
て
い

る
希
少
野
生
植
物
を
幅
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、

関
心
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
保
護
を
進
め
て

い
く
」。
ま
た
、
カ
タ
ク
リ
に
つ
い
て
は
、「
日

光
を
遮
る
低
木
・
サ
サ
等
の
刈
り
払
い
を
行

い
自
生
地
の
拡
大
を
目
指
す
」、「
踏
み
荒
ら
し

の
恐
れ
の
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
看
板
・
柵
の

設
置
等
を
行
う
」
等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
後
、
出
さ
れ
た
意
見
を
基
に
具
体
的
な
整

備
方
針
を
当
セ
ン
タ
ー
で
作
成
し
、
意
見
交
換

会
の
出
席
者
、
関
係
機
関
と
の
調
整
を
行
い
保

護
に
向
け
た
整
備
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
ま

す
。

 

［
企
画
調
整
室
］
林
野
庁
は
、
六
月
三
〜
十
一

日
、
中
部
森
林
管
理
局
管
内
の
四
県
に
お
い
て
、

県
・
市
町
村
の
担
当
職
員
や
森
林
組
合
、
林
業

事
業
体
等
関
係
者
を
対
象
に
、
五
月
に
施
行
さ

れ
た
「
森
林
の
間
伐
等
の
実
施
の
促
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
」
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
説
明
会
で
は
、
林
野
庁
間
伐
対
策
室
長
ら

が
、
京
都
議
定
書
の
第
一
約
束
期
間
の
終
期
で

あ
る
平
成
二
十
四
年
度
ま
で
の
集
中
的
な
間
伐

等
の
実
施
の
促
進
を
図
ろ
う
と
い
う
同
法
の
主

旨
や
内
容
を
説
明
し
、
新
た
に
創
設
さ
れ
た
交

付
金
等
の
助
成
措
置
を
活
用
し
て
間
伐
等
に
取

り
組
む
よ
う
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
森
林
管
理
署
長
等
が
、
前
年
度
比

一
五
○
㌫
と
な
る
間
伐
の
計
画
、
低
コ
ス
ト
作

業
シ
ス
テ
ム
の
現
地
検
討
会
及
び
地
元
自
治
体

と
の
森
林
整
備
協
定
な
ど
間
伐
促
進
に
関
連
し

た
中
部
森
林
管
理
局
の
取
組
を
紹
介
し
、
民
有

林
・
国
有
林
が
連
携
し
て
間
伐
等
森
林
整
備
を

進
め
よ
う
と
参
加
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

な
お
、
同
説
明
会
に
は
、
日
頃
か
ら
民
有
林

と
の
連
携
推
進
を
担
っ
て
い
る
全
署
の
流
域
管

理
調
整
官
等
国
有
林
か
ら
も
多
数
参
加
し
、
民

有
林
施
策
に
つ
い
て
の
知
見
を
深
め
ま
し
た
。

　

中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
多
様
で
健
全
な
森

林
の
整
備
を
推
進
し
地
球
温
暖
化
防
止
に
資
す

る
た
め
、
民
有
林
と
も
連
携
し
、
引
き
続
き
率

先
し
て
間
伐
等
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

 

［
東
信
署
］
六
月
十
日
か
ら
十
七
日
に
か
け

て
、
上
小
地
区
の
青
木
村
（
飯
綱
山
国
有
林
）

及
び
上
田
市
（
半
過
山
国
有
林
）
で
、
松
食
い

虫
被
害
対
策
と
し
て
空
中
散
布
を
約
九
十
七
㌶

実
施
し
ま
し
た
。

　

当
該
地
区
の
松
く
い
虫
被
害
は
、
昭
和

五
十
九
年
度
に
上
田
市
で
確
認
さ
れ
て
以
来
、

地
域
一
体
と
な
り
各
種
予
防
・
駆
除
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
未
だ
に
被
害
は
拡
大
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

当
該
地
域
の
国
有
林
は
、
民
有
林
に
隣
接
す

る
里
山
で
国
道
か
ら
一
望
出
来
る
位
置
に
あ

り
、
地
元
住
民
か
ら
も
、
被
害
の
拡
散
防
止
を

強
く
切
望
さ
れ
て
お
り
、「
上
小
地
方
松
く
い

虫
防
除
対
策
協
議
会
」
を
中
心
に
、
市
町
村
・

関
係
機
関
と
の
連
携
の
下
で
、
今
後
と
も
地
域

一
体
と
な
り
適
切
か
つ
効
果
的
な
防
除
に
努
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

［
治
山
課
・
企
画
調
整
室
］
六
月
十
四
日
に
発

生
し
た
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
に
よ
り
、
東
北

森
林
管
理
局
岩
手
南
部
森
林
管
理
署
及
び
宮

城
北
部
森
林
管
理
署
管
内
等
の
国
有
林
に
お

い
て
、
大
規
模
な
地
す
べ
り
、
土
石
流
や
山
腹

崩
壊
・
河
道
閉
塞
が
多
数
発
生
し
ま
し
た
（
七

月
九
日
現
在
、
国
有
林
の
被
害
総
額
約
六
百
億

円
）。

　

林
野
庁
及
び
東
北
森
林
管
理
局
で
は
、
当
日

に
対
策
本
部
を
設
置
し
、
翌
六
月
十
五
日
に
は

職
員
及
び
専
門
家
に
よ
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら

の
空
中
調
査
や
現
地
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
後

復
旧
の
た
め
の
災
害
関
連
緊
急
事
業
の
採
択
、

二
次
災
害
防
止
の
た
め
の
土
石
流
セ
ン
サ
ー
等

の
設
置
、
孤
立
集
落
へ
の
迂
回
路
等
と
し
て
使

用
で
き
る
国
有
林
林
道
の
緊
急
整
備
等
、
復

旧
に
向
け
て
懸
命
な
作
業
が
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
し
、
全
国
の
森
林
管

理
局
等
か
ら
「
治
山
技
術
エ
キ
ス
パ
ー
ト
部

隊
」
と
し
て
九
名
の
治
山
技
術
者
が
現
地
に

派
遣
さ
れ
、
中
部
局
か
ら
も
田
中
上
席
技
術
指

導
官
（
名
古
屋
事
務
所
）
と
川
田
設
計
指
導

官
（
局
治
山
課
）
の
二
名
が
岩
手
南
部
署
に
お

い
て
復
旧
の
た
め
の
調
査
、
設
計
等
の
業
務
に

あ
た
り
ま
し
た
（
六
月
二
十
五
日
か
ら
七
月
九

日
）。

　

川
田
指
導
官
に
よ
れ
ば
、
現
地
は
八
十
八

箇
所
一
五
二
㌶（
最
大
約
十
八
㌶
）
も
の
山
地

崩
壊
な
ど
甚
大
な
被
害
が
発
生
。
こ
れ
に
対
し

ササユリを囲んでの意見交換

散布に向かうヘリコプター

間
伐
キ
ャ
ラ
バ
ン
で

国
有
林
の
取
組
を
ア
ピ
ー
ル

松
く
い
虫
被
害
対
策
と
し
て

空
中
散
布
を
実
施

災
害
復
旧
の
た
め
に
職
員
を
派
遣
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岩
手
南
部
署
の
治
山
課
、
東
北
局
管
内
か
ら
集

ま
っ
た
技
術
者
と
と
も
に
復
旧
予
算
の
要
求
な

ど
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
き
た
と
の
こ
と
で

す
。

　

被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
を
願
う
ば
か
り

で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
こ
そ
、

全
国
的
な
組
織
で
あ
る
国
有
林
が
そ
の
機
動
力

と
組
織
力
・
技
術
力
を
活
か
し
、
国
民
の
生

命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
被
災
地
の
早
期
復
旧

に
率
先
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、
七
月
八
日
か
ら
は
第
二
陣
と
し
て
小

池
治
山
技
術
専
門
官
（
局
森
林
整
備
部
）
と
曽

我
技
術
指
導
官
（
名
古
屋
事
務
所
）
が
現
地
入

り
し
、
引
き
続
き
災
害
復
旧
業
務
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
（
七
月
二
十
一
日
ま
で
の
予
定
）。

 

［
企
画
調
整
室
］
六
月
十
一
日
か
ら
二
十
五
日

に
か
け
て
、
中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
民
有
林

施
策
と
の
連
携
強
化
を
目
的
に
、
管
内
各
県
と

の
間
で
林
政
協
議
会
等
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

六
月
十
一
日
の
長
野
県
林
政
協
議
会
で
は
、

総
合
委
員
長
で
あ
る
局
計
画
部
長
を
は
じ
め

双
方
の
関
係
課
長
等
が
出
席
し
、
局
か
ら
は
間

伐
の
促
進
や
国
産
材
の
安
定
供
給
等
の
課
題
に

国
有
林
と
し
て
率
先
し
て
取
り
組
む
考
え
を
示

し
、
民
有
林
と
国
有
林
と
の
一
層
の
連
携
に
つ

い
て
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。
長
野
県
か
ら

は
信
州
の
森
林
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に

基
づ
く
森
林
整
備
の
推
進
、
本
年
度
よ
り
導
入

さ
れ
た
森
林
づ
く
り
県
民
税
に
よ
る
里
山
で
の

間
伐
の
集
中
的
実
施
、
林
務
部
に
新
設
さ
れ
た

野
生
鳥
獣
対
策
室
に
よ
る
シ
カ
被
害
対
策
な

ど
「
み
ん
な
で
支
え
る
ふ
る
さ
と
の
森
林
づ
く

り
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
取
組
に
つ
い
て
説

明
を
行
い
ま
し
た
。
署
、
地
方
事
務
所
、
地
元

市
町
村
等
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
森
林
整
備
推

進
協
定
の
実
施
状
況
も
報
告
さ
れ
、
新
た
な
協

定
締
結
に
向
け
て
連
携
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

十
七
日
の
岐
阜
県
と
の
会
合
に
は
、
局
企

画
調
整
室
長
、
名
古
屋
事
務
所
副
所
長
、
県
・

森
林
整
備
課
長
等
が
出
席
し
ま
し
た
。
局
か

ら
は
、
民
有
林
と
も
連
携
し
て
対
前
年
度

一
五
〇
％
と
な
る
間
伐
に
取
り
組
ん
で
い
く
な

ど
国
有
林
の
本
年
度
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。
岐
阜
県
か
ら
は
、
災
害
に
強
い

森
林
づ
く
り
の
推
進
や
、
林
業
及
び
木
材
産
業

の
振
興
等
を
柱
と
す
る
施
策
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
高
性
能
林
業
機
械
に
よ
る
伐
採
専
門

チ
ー
ム
の
育
成
等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
森
林
教
室
等
の
情
報
共

有
、
相
互
参
画
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
岐
阜

署
流
域
管
理
調
整
官
か
ら
具
体
的
な
イ
ベ
ン
ト

の
予
定
等
に
つ
い
て
情
報
提
供
す
る
と
と
も

に
、
教
育
委
員
会
に
対
す
る
働
き
か
け
等
双
方

で
連
携
し
て
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

二
十
五
日
の
富
山
県
林
政
協
議
会
に
は
、
局

次
長
、
計
画
部
長
、
富
山
署
署
長
、
富
山
県
農

林
水
産
部
長
に
加
え
、
北
陸
地
方
整
備
局
、
県

土
木
部
な
ど
の
関
係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。
国

有
林
の
事
業
説
明
に
続
い
て
、
富
山
県
が
当
年

度
林
政
・
自
然
保
護
関
係
事
業
の
概
要
、
森
林

組
合
連
合
会
等
関
係
機
関
の
事
業
概
要
な
ど
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
会
議
で
は
事
業
計
画

に
基
づ
き
、
治
山
・
砂
防
連
絡
調
整
会
議
の
開

催
な
ど
を
通
じ
て
、
引
き
続
き
関
係
者
間
の
連

携
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
意
見
交
換
を
通
じ
、
今
後
も
相
互
の

情
報
交
換
を
進
め
る
と
と
も
に
、
森
林
管
理
署

に
お
い
て
も
県
の
出
先
事
務
所
と
の
間
で
個
々

の
事
業
・
施
策
を
持
ち
よ
り
調
整
す
る
な
ど
に

よ
っ
て
、
民
有
林
施
策
と
の
連
携
を
よ
り
強
化

し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
な
お
、
愛
知
県

と
の
連
絡
調
整

会
議
に
つ
い
て

は
七
月
二
十
五

日
に
開
催
す
る

予
定
で
す
。

 

［
東
信
署
］
七
月
二
日
、
軽
井
沢
町
役
場
に
お

い
て
、「
軽
井
沢
台
風
９
号
被
害
跡
地
復
旧
検

討
委
員
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
検
討
会
は
、
平
成
十
九
年
九
月
の
台
風

で
発
生
し
た
風
倒
被
害
の
跡
地
（
浅
間
山
国
有

林
二
〇
七
〇
林
班
い
、
ろ
小
班
、
二
・六
一
㌶
）

の
復
旧
及
び
そ
の
後
の
管
理
に
つ
い
て
検
討
す

る
こ
と
を
目
的
に
信
州
大
学
の
教
授
を
は
じ
め

地
元
の
区
長
等
八
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
、
検
討
委
員
会
の
前
に
現
地
の
状
況

を
確
認
す
る
た
め
被
害
地
の
視
察
を
実
施
し
た

後
、
委
員
会
場
の
軽
井
沢
町
役
場
に
移
動
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
検
討
委
員
八
名
、
当
署
か
ら
関
係

者
三
名
が
出
席
し
、
運
営
要
綱
の
確
認
、
検
討

委
員
会
で
の
検
討
内
容
等
に
つ
い
て
検
討
し
、

岩手南部署における打合わせの状況

林政協議会の様子

検討委員会の様子

管
内
各
県
と
の
林
政
協
議
会
等
の

開
催
に
つ
い
て

軽
井
沢
台
風
９
号
被
害
跡
地
復
旧

検
討
委
員
会
（
第
一
回
）
を
開
催
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跡
地
に
植
え
る
樹
種
や
管
理
の
方
法
等
に
つ
い

て
軽
井
沢
町
内
外
の
住
民
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
募

る
な
ど
の
方
針
を
決
め
ま
し
た
。　

　

今
後
、
検
討
委
員
会
で
は
、
軽
井
沢
町
広
報

誌
等
を
通
じ
て
軽
井
沢
町
民
等
か
ら
ア
イ
デ
ア

を
募
集
し
、
そ
の
中
か
ら
復
旧
の
実
施
方
法
等

を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　 

［
愛
知
所
］５
３
０（
ゴ
ミ
ゼ
ロ
）
運
動
は
、
昭

和
五
十
年
頃
、
豊
橋
市
の
葦
毛
湿
原
（
東
部
丘

陵
地
帯
）
の
自
然
歩
道
で
、
来
訪
者
が
増
え
る

こ
と
で
ゴ
ミ
の
散
乱
が
目
に
付
く
よ
う
に
な
っ

た
た
め
、「
自
分
の
ゴ
ミ
は
自
分
で
持
ち
帰
り

ま
し
ょ
う
」
を
合
い
言
葉
に
、
豊
橋
市
な
ど
が

ゴ
ミ
を
拾
い
歩
く
運
動
を
始
め
、
全
国
に
広

ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
五
月
三
十
日

に
は
こ
の
５
３
０
に
ち
な
み
、
全
国
各
地
で
ゴ

ミ
拾
い
を
行
う
行
事
が
開
催
さ
れ
、
環
境
意
識

を
高
め
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

定
光
寺
自
然
休
養
林
（
愛
知
県
瀬
戸
市
北
西

部
の
丘
陵
）
が
あ
る
市
道
沿
線
一
帯
に
お
い
て

も
、
ゴ
ミ
等
の
不
法
投
棄
が
後
を
絶
た
な
い
た

め
、
昨
年
度
か
ら
五
月
三
十
日
に
合
わ
せ
、
林

野
庁
関
係
職
員
及
び
定
光
寺
周
辺
の
関
係
機
関

の
方
々
と
と
も
に
、
ゴ
ミ
の
一
斉
収
集
を
行
っ

て
お
り
、
今
年
度
も
関
係
機
関
と
連
携
し
、

「
美
し
い
森
林
づ
く
り
推
進
国
民
運
動
」
の
取

組
の
一
環
と
し
て
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
景
観
整
備
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
瀬
戸
市
役
所
、
定
光
寺
町
観
光
協

会
、
緑
山
会
（
林
野
庁
退
職
者
）、
名
古
屋
事

務
所
及
び
愛
知
所
職
員
計
約
五
十
名
に
よ
り
道

路
脇
に
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る
ゴ
ミ
（
廃
タ
イ

ヤ
五
十
本
、
家
電
製
品
等
々
計
三
㌧
）
を
収
集

し
ま
し
た
。
入
り
込
み
が
多
い
都
市
近
郊
林
の

景
観
維
持
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
困
難
が
あ
り

ま
す
が
、
今
後
も
「
美
し
い
森
林
」
を
維
持
す

る
た
め
関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

［
岐
阜
署
・
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
］『
巨
樹
・
巨

木
「
赤
沼
田
天
保
林
」
の
遊
歩
道
を
整
備
し
よ

う
』
を
テ
ー
マ
に
第
六
回
名
古
屋
シ
テ
ィ
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
事
業
を
、
六
月
二
十
日
赤
沼
田
国
有

林
に
お
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
赤
沼
田
天
保
林
」
の
遊
歩
道
は
、
平
成

十
二
年
に
「
赤
沼
田
天
保
林
の
大
ヒ
ノ
キ
」
が

林
野
庁
の
巨
樹
・
巨
木
百
選
に
選
定
さ
れ
て
以

来
、
見
学
者
が
増
加
し
て
お
り
遊
歩
道
も
踏
み

固
め
ら
れ
根
へ
の
悪
影
響
も
心
配
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
た
め
、
名
古
屋
シ
テ
ィ
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

事
業
に
よ
り
、
三
年
前
か
ら
遊
歩
道
に
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
の
チ
ッ
プ
材
を
敷
き
天
保
林
の
保
護
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
チ
ッ
プ
運

搬
・
散
布
・
踏
固
め
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
初
の
頃
は
、
少
々
手
間
取
っ
て
い
た
作
業

も
、
慣
れ
て
く
る
と
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、
昨
年

よ
り
多
く
用
意
し
た
チ
ッ
プ
も
す
べ
て
敷
き
込

ま
れ
、
根
へ
の
悪
影
響
も
無
く
な
り
、
遊
歩
道

も
歩
き
や
す
く
、
見
た
目
も
綺
麗
に
な
る
な
ど

出
来
映
え
に
隊
員
も
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

   

［
中
信
署
］
六
月
十
六
日
、
管
内
の
治
山
・
林

道
事
業
を
施
工
し
て
い
る
長
野
林
業
土
木
協
会

中
信
支
部
の
十
九
社
、
三
十
一
名
は
、
林
野
庁

が
進
め
る
美
し
い
森
林
づ
く
り
推
進
国
民
運
動

に
協
賛
し
て
、
森
林
整
備
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
作
業
場
所
は
、
美
ヶ

原
国
有
林
二
四
五
林
班
の
美
ヶ
原
自
然
保
護
セ

ン
タ
ー
か
ら
焼
山
バ
ス
停
ま
で
の
遊
歩
道
沿

い
で
、
散
策
者
の
通
行
の
支
障
と
な
る
カ
ラ
マ

ツ
の
枝
処
理
、
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
に
被
さ
っ
て
い

る
笹
等
の
刈
り
出
し
を
行
い
ま
し
た
。
作
業
前

に
渡
澤
森
林
官
か
ら
作
業
に
対
す
る
説
明
を
受

ゴミ拾いをする職員

チップ材を敷く参加者

森林整備を実施中

地
域
と
一
体
と
な
っ
た
景
観
整
備

　
　

＂美
し
い
森
林
づ
く
り＂

５
３
０
運
動
の
実
施

名
古
屋
シ
テ
ィ
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業

   

︱ 

赤
沼
田
国
有
林
の
遊
歩
道
整
備 

︱

美
ヶ
原
国
有
林
で

森
林
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
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け
、
各
自
持
参
し
た
手
鎌
、
鋸
等
を
使
用
し
て

作
業
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。
当
日
は
、
好
天

で
浅
間
山
か
ら
志
賀
高
原
、
北
ア
ル
プ
ス
、
乗

鞍
岳
の
大
パ
ノ
ラ
マ
が
見
渡
さ
れ
る
中
で
の
作

業
と
な
り
ま
し
た
。
作
業
終
了
時
に
、
金
森
副

支
部
長
か
ら
「
散
策
者
が
気
持
ち
良
く
美
ヶ
原

高
原
を
散
歩
で
き
る
こ
と
に
協
力
が
出
来
て
充

実
し
た
気
分
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
大
い
に

機
会
を
作
っ
て
森
林
整
備
に
協
力
し
て
い
き
た

い
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
で
遊
歩
道
沿
い
の
見

通
し
や
通
行
の
安
全
が
改
善
さ
れ
、
林
内
も
明

る
く
な
り
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
が
咲
き
ほ
こ
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

 

［
木
曽
署
・
南
木
曽
支
署
］
五
月
二
十
七
日
、

岐
阜
農
林
高
校
森
林
科
学
科
二
年
生
の
生
徒

四
十
名
が
林
野
庁
・
森
林
管
理
署
職
員
の
職
業

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
受
け
る
と
い
う
目
的
で
赤
沢
自

然
休
養
林
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
当
署
職
員
が
国
有
林
野
事
業
・
森
林

管
理
署
職
員
の
仕
事
等
に
つ
い
て
説
明
し
、
森

林
に
は
水
土
保
全
や
資
源
の
循
環
利
用
の
た
め

の
重
要
な
働
き
が
あ
り
、
そ
の
管
理
は
、
人
々

の
生
活
に
深
く
関
わ
っ
て
く
る
大
切
な
仕
事
で

あ
る
こ
と
を
学
習
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
一
方

説
明
し
た
職
員
も
将
来
を
担
う
学
生
た
ち
を
前

に
、
改
め
て
そ
の
責
任
の
重
さ
を
認
識
す
る
と

と
も
に
、
誇
り
を
持
っ
て
仕
事
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
を
新
た
に
し
ま
し

た
。
ま
た
、
学
習
の
中
で
は
、
岐
阜
農
林
高
校

卒
業
生
で
、
今
年
度
の
新
規
採
用
者
で
あ
る
齊

藤
さ
ん
（
木
曽
森
林
管
理
署
）
と
江
崎
さ
ん

（
南
木
曽
支
署
）
が
自
ら
の
仕
事
の
内
容
、
国

有
林
へ
就
職
し
た
感
想
等
に
つ
い
て
紹
介
を
行

う
場
面
も
あ
り
、
生
徒
た
ち
は
、
頼
も
し
い

先
輩
た
ち
の
話
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。

　

次
に
、
日
頃
の
学
習
の
参
考
と
す
る
た
め
、

赤
沢
自
然
休
養
林
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
職

員
の
案
内
に
よ
り
赤
沢
の
森
林
の
成
り
立
ち
、

歴
史
、
森
林
の
は
た
ら
き
、
植
生
等
に
つ
い
て

解
説
を
聞
き
な
が
ら
、
休
養
林
の
林
相
観
察
を

行
い
ま
し
た
。
植
物
の
名
前
に
つ
い
て
質
問
を

す
る
生
徒
や
、
熱
心
に
メ
モ
を
と
る
生
徒
、
進

路
に
つ
い
て
相
談
す
る
生
徒
も
お
り
、
学
習
や

進
路
決
定
の
一
助
と
な
る
、
良
い
機
会
に
な
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
学
習
を
契
機
に
、
少
し
で
も
多
く
の

生
徒
た
ち
が
国
有
林
野
事
業
職
員
を
目
指
し
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

 

［
飛
騨
署
］
四
月
七
日
に
高
山
市
と
協
定
し
た

宮
国
有
林
の
「
遊
々
の
森
」
に
お
い
て
、
第

十
五
回
「
源
流
の
森
づ
く
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
「
遊
々
の
森
」
の
協
定
が
締
結

さ
れ
た
こ
と
で
活
動
の
幅
が
広
が
り
、
協
定
の

趣
旨
を
生
か
し
た
形
で
源
流
散
策
を
は
じ
め
、

巨
樹
・
巨
木
百
選
の
ツ
メ
タ
谷
大
イ
チ
イ
や
ア

カ
マ
ツ
遺
伝
子
保
護
林
な
ど
の
見
学
、
サ
ワ
ク

ル
ミ
の
大
木
を
利
用
し
た
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
の
ほ
か
、
市
有
林
で
の
間
伐
体
験
な
ど
多
彩

な
催
し
と
な
り
、
参
加
者
も
地
元
高
山
市
民
を

は
じ
め
富
山
市
民
な
ど
約
一
八
〇
名
と
多
数
の

方
が
参
加
し
、
源
流
の
森
の
一
日
を
楽
し
み
ま

し
た
。 

　

開
会
式
で
は
、
高
山
市
が
市
内
の
小
中
学
生

を
対
象
に
「
遊
々
の
森
」
の
愛
称
募
集
を
し

「
源
流
の
森
」
と
決
定
し
た
こ
と
か
ら
、
優
秀

作
品
に
選
ば
れ
た
子
ど
も
た
ち
に
表
彰
状
と
記

念
品
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

催
し
に
あ
た
っ
て
地
元
高
山
市
一
之
宮
支
所
か

ら
山
下
宮
森
林
官
に
、
源
流
部
の
大
河
の
一
滴

が
生
ず
る
場
所
へ
の
歩
道
が
作
設
で
き
な
い
か

と
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
名
古
屋

林
業
土
木
協
会
久
々
野
高
山
支
部
か
ら
国
有
林

に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
向
が
あ
っ

た
こ
と
を
受
け
て
、
早
速
、
保
安
林
内
の
作
業

に
係
る
許
可
を
得
て
六
月
十
三
日
に
二
十
四
名

が
参
加
し
約
三
五
〇
㍍
の
歩
道
を
作
設
し
ま
し

た
。
支
所
長
は
あ
い
さ
つ
の
な
か
で
「
旧
高
山

市
の
四
割
の
飲
料
水
を
供
給
し
、
神
通
川
と

な
っ
て
富
山
湾
に
豊
か
な
水
を
そ
そ
ぐ
清
流
宮

川
の
源
流
探
索
が
可
能
と
な
っ
た
」
と
参
加
者

に
歩
道
の
紹
介
を
し
ま
し
た
。 

　

高
山
市
は
農
水
省
の
「
子
ど
も
農
山
漁
村
交

流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
も
全
国
五
〇
の
選
定
地

域
の
一
つ
に
選
ば
れ
て
お
り
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
な
ど
の
取
組
に
地
元
か
ら
は
「
遊
々
の

森
」
の
協
定
に
よ
り
さ
ら
に
活
動
の
広
が
り
を

も
つ
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
の
声
が
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。

熱心にメモをとる生徒たち

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

高
校
生
へ
職
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

源流探索コースに参加して

「
遊
々
の
森
」
で
上
下
流
連
携  
 

〜
宮
国
有
林
で
源
流
の
森
づ
く
り
を
開
催
〜
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［
富
山
署
］
六
月
十
四
日
に
、
南
砺
市
利
賀
村

の
水
無
国
有
林
に
お
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊

員
や
地
元
の
自
然
解
説
員
で
つ
く
る
「
利
賀
飛

翔
の
会
」
会
員
、
各
団
体
な
ど
か
ら
五
十
名
が

参
加
し
て
、
水
無
山
の
山
開
き
と
水
無
湿
原
の

観
察
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

越
中
の
百
山
に
選
定
さ
れ
て
い
る
水
無

山
は
、
岐
阜
県
と
の
境
に
位
置
し
標
高

一
、五
〇
六
㍍
の
山
頂
に
は
二
等
三
角
点
が
あ

り
、
近
年
登
山
者
が
増
え
て
お
り
、
昨
年
、
利

賀
飛
翔
の
会
と
山
頂
標
識
や
案
内
標
柱
を
設
置

し
ま
し
た
。
山
頂
に
お
い
て
登
山
者
の
今
年
一

年
の
安
全
を
祈
願
し
、
白
山
や
乗
鞍
岳
の
眺
め

を
楽
し
み
、
水
無
湿
原
へ
向
け
下
山
し
ま
し

た
。

  

水
無
湿
原
で
は
、
参
加
者
が
数
人
の
グ
ル
ー

プ
と
な
っ
て
湿
性
植
物
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら

散
策
を
楽
し
み
ま
し
た
。
今
回
の
観
察
会
で

は
カ
タ
ク
リ
の
花
は
見
頃
を
過
ぎ
て
い
ま
し
た

が
、
散
策
路
沿
い
に
は
ニ
リ
ン
ソ
ウ
が
、
水
辺

に
は
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
や
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
が
可
憐

な
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

水
無
湿
原
は
近
年
、
乾
燥
化
や
灌
木
の
侵
入

が
進
ん
だ
た
め
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
地
元
南

砺
市
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と
協
力
し
、
毎

年
秋
に
、
保
全
作
業
を
実
施
し
て
い
る
こ
と

を
説
明
す
る
と
、「
当
会
も
ぜ
ひ
協
力
し
た
い
」

と
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

 

［
名
古
屋
事
務
所
］
六
月
十
四
日
、
蛍
の
里
に

お
い
て
第
二
回
森
林
ふ
れ
あ
い
講
座
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

梅
雨
前
の
暑
い
日
で
し
た
が
、
家
族
連
れ
な

ど
四
十
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
当
日
は
、

「
蛍
の
里
」
の
会
員
公
開
日
と
も
重
な
り
、
普

段
は
静
か
な
山
中
も
数
百
人
の
人
出
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
「
蛍

の
会
」
の
加
藤
会

長
か
ら
蛍
の
生
態

や
里
山
の
大
切
さ

な
ど
に
つ
い
て
の

話
を
聞
き
ま
し

た
。

　

や
が
て
暗
く
な

る
に
し
た
が
い
、

一
匹
、
二
匹
と
光

り
出
す
た
び
に
歓
声
が
あ
が
り
、
開
始
か
ら
一

時
間
ほ
ど
た
つ
頃
に
は
光
の
乱
舞
と
な
り
、
幻

想
的
な
光
に
参
加
者
は
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
遠
い
駅
か
ら
歩
い
て
来
た

方
も
み
え
「
疲
れ
た
が
来
て
良
か
っ
た
」、「
心

が
癒
さ
れ
ま
し
た
」
等
々
の
声
が
あ
り
ま
し

た
。

 

［
飛
騨
署
］
六
月
二
十
六
日
、
高
山
市
民
文
化

会
館
に
お
い
て
、
高
山
建
設
業
協
会
主
催
の

「
ひ
だ
林
業
・
建
設
業
森
づ
く
り
講
演
会
」
が

開
催
さ
れ
、
飛
騨
地
域
の
建
設
、
林
業
、
行
政

関
係
者
ら
約
二
百
五
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

  

こ
の
催
し
は
、
全
国
で
初
め
て
林
業
と
建
設

業
の
連
携
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
「
ひ
だ
林

業
・
建
設
業
森
づ
く
り
協
議
会
」
が
共
催
と
な

り
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
森
林
整
備
を

多
く
抱
え
て
い
る
林
業
と
、
経
営
の
新
た
な
展

開
を
模
索
し
て
い
る
建
設
業
の
連
携
を
め
ざ
す

も
の
で
、
林
業
機
械
が
高
性
能
大
型
化
し
て
い

る
中
、
同
じ
よ
う
な
大
型
機
械
を
使
用
し
て
い

る
建
設
業
界
の
技
術
力
を
活
か
し
た
共
存
と
地

域
振
興
を
探
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

講
演
会
で
は
、
慶
応
大
学
工
学
部
の
米
田
雅

子
教
授
が
「
林
業
と
建
設
業
で
森
林
復
活
」
と

題
し
、
飛
騨
地
方
は
森
林
地
帯
、
林
業
と
建
設

業
が
協
働
す
る
姿
＂飛
騨
モ
デ
ル＂
も
可
能
と

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
、
当
署
の
川
本

尾
神
森
林
官
が
技
術
交
流
発
表
会
で
発
表
し
た

「
低
コ
ス
ト
・
高
効
率
間
伐
作
業
」
に
よ
る
機

械
化
の
進
ん
だ
伐
出
作
業
を
紹
介
、
そ
の
後
、

米
田
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

翌
二
十
七
日
は
米
田
教
授
の
ほ
か
関
係
者

二
十
名
で
山
中
山
国
有
林
に
お
け
る
低
コ
ス
ト

作
業
を
視
察
し
、
飯
村
荘
川
森
林
官
か
ら
「
飛

騨
で
も
で
き
た
」
の
取
組
の
紹
介
、
ま
た
、
美

谷
添
白
鳥
林
工
理
事
長
か
ら
は
、
地
域
の
森

林
・
林
業
を
守
る
た
め
に
事
業
体
と
し
て
取
り

組
ん
で
き
た
こ
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
参

加
さ
れ
た
米
田
教
授
か
ら
は
、「
低
コ
ス
ト
作

業
に
取
り
組
む
林
業
の
状
況
と
山
で
働
く
人
た

ち
の
熱
心
な
気
持
ち
が
理
解
で
き
て
よ
か
っ

た
」
と
い
っ
た
感
想
が
述
べ
ら
れ
、
視
察
を
終

了
し
ま
し
た
。

「
水
無
山
と
湿
原
観
察
会
」

植物の説明を聞く参加者

森
林
ふ
れ
あ
い
講
座
『
暗
闇
の
森
で

幻
想
的
な
光
を
観
賞
し
よ
う
！
』

現地を視察する関係者

説明に聞き入る参加者

林
業
に
建
設
業
の
技
術
を
生
か
す

〜
全
国
で
初
の
協
議
会
発
足
〜
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［
南
信
署
］
当
署
で
は
、
一
昨
年
よ
り
地
元
学

校
へ
出
向
い
て
い
く
「
出
前
授
業
」
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
小
・
中
学
校
に
森
林
官

自
ら
が
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
、
学
校
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
森
林
教
室
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
の
教
室
で
森
の
働
き
や
林
業
の
役
割

な
ど
を
伝
え
て
い
く
な
か
で
、
大
鹿
村
立
大

鹿
小
学
校
か
ら
「
今
度
は
現
地
へ
行
っ
て
み
た

い
！
」
と
の
要
望
を
い
た
だ
き
、
六
月
三
十
日

に
小
学
校
全
児
童
四
十
八
名
と
先
生
十
二
名
の

総
勢
六
十
名
を
国
有
林
へ
招
待
し
、
森
林
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ネ
ー
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
や
、
樹
木
観

察
・
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
交
え
た
楽
し
い
林
道

ハ
イ
キ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

実
施
後
は
、「
ぼ
く
達
の
近
く
に
国
有
林
が

あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
」、「
森
に
は
木
だ

け
で
な
く
様
々
な
動
物
が
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
」、
先
生
か
ら
は
「
普
段
の
児
童
と
は
ま
た

違
う
表
情
が
感
じ
取
れ
ま
し
た
」
等
々
と
い
っ

た
感
想
を
い
た
だ
き
、
豊
か
な
自
然
の
残
る
国

有
林
の
一
端
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
Ｐ
Ｒ
に

も
つ
な
が
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
国
有
林
と
し
て
子
ど
も
た
ち
に
、

「
今
、
何
を
残
せ
る
の
か
」
を
テ
ー
マ
に
地
元

教
育
機
関
と
連
携
し
つ
つ
森
林
環
境
教
育
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
度
中
部
森
林
管
理
局
永
年
勤
続

職
員
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
平
野
局
長
か
ら
一
級

精
勤
章
受
章
者
並
び
に
二
級
精
勤
章
受
章
者
に

対
し
、
永
年
に
わ
た
る
国
有
林
野
事
業
職
員
と

し
て
の
勤
労
を
称
え
る
と
と
も
に
、
精
勤
章
の

賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

精
勤
章
受
章
者
は
次
の
方
々
で
す
。

◇
一
級
精
勤
章

　
　
　
（
勤
続
年
数
三
十
年
以
上
）

　

技　

羽
場　

達
夫
（
企
画
調
整
室
）

　

技　

桂
川　

佳
之
（
職
員
厚
生
課
）

　

技　

坂
口
美
智
江
（　
　

〃　
　

）

　

技　

椙
澤　

義
継
（
計
画
課
）

　

技　

松
嶋　

克
彰
（　

〃　

）

　

技　

西
田　
　

敦
（
森
林
整
備
課
）

　

技　

井
上　

武
次
（
販
売
課
）

　

技　

白
子　

和
広
（
伊
那
谷
総
合
）

　

技　

村
松　

亮
治
（
中
信
署
）

　

技　

大
西　

滿
信
（
東
信
署
）

　

基　

日
向　
　

誠
（　

〃　

）

　

事　

菅
沼
い
く
子
（
南
信
署
）

　

基　

山
﨑　

邦
彦
（　

〃　

）

　

基　

松
下　
　

勇
（　

〃　

）

　

基　

木
下　

勝
夫
（　

〃　

）

　

基　

深
尾　

正
人
（　

〃　

）

　

基　

古
畑　

實
雄
（
木
曽
署
）

　

基　

香
山　

強
二
（　

〃　

）

　

基　

古
畑　

光
雄
（　

〃　

）

　

基　

畑
中　

広
治
（　

〃　

）

　

基　

高
橋　

直
行
（　

〃　

）

　

基　

三
瀨　

正
義
（　

〃　

）

　

基　

山
田　

栄
治
（　

〃　

）

　

基　

奥
原　
　

豊
（　

〃　

）

　

基　

木
戸
口
一
彦
（　

〃　

）

　

技　

木
内　

伸
夫
（
南
木
曽
支
署
）

　

基　

境　
　
　

進
（　
　

〃　
　

）

　

基　

下
林　

浩
二
（　
　

〃　
　

）

　

基　

村
松　

俊
幸
（　
　

〃　
　

）

　

基　

川
井　
　

清
（　
　

〃　
　

）

　

技　

反
中　

孝
一
（
飛
騨
署
）

　

技　

芹
田　

滋
弘
（　

〃　

）

　

基　

坂
下　
　

優
（　

〃　

）

　

基　

山
口　

良
一
（　

〃　

）

　

技　

牧
田　

政
敏
（
岐
阜
署
）

　

技　

小
林　

泰
喜
（　

〃　

）

　

技　

湯
浅　

正
明
（　

〃　

）

　

事　

山
内　

里
美
（　

〃　

）

　

元
基　

中
島
伸
治
（　

〃　

）

　

技　

稲
垣　

正
紀
（
東
濃
署
）

　

技　

安
藤　

康
生
（　

〃　

）

　

基　

堀　
　

好
美
（　

〃　

）

　

基　

坪
田　
　

茂
（　

〃　

）

四
十
三
名

◇
二
級
精
勤
章

　
　
　
（
勤
続
年
数
二
十
年
以
上
）

　

技　

小
森　

哲
也
（
企
画
調
整
室
）

　

技　

佐
藤　
　

睦
（
総
務
課
）

　

技　

黒
田　
　

誠
（
国
有
林
野
管
理
課
）

　

技　

門
原　

秀
人
（
愛
知
所
）

　

技　

仲
沢　

祐
二
（
東
信
署
）

　

技　

中
村　
　

享
（
木
曽
署
）

　

技　

谷
口　

直
幸
（　

〃　

）

　

技　

松
田　

博
文
（
南
木
曽
支
署
）

　

基　

木
戸　

一
夫
（　
　

〃　
　

）

　

技　

可
知　

光
輝
（
岐
阜
署
）

　

技　

早
川　

幸
治
（
東
濃
署
）

十
一
名

みんなで大合唱

国も

り
有
林
へ
行
っ
て
み
た
い
！に

こ
た
え
て

（
全
校
生
徒
を
対
象
に
森
林
教
室
）

　

平
成
二
十
年
度

　
　
　
　
　
　

永
年
勤
続
職
員
表
彰
式
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当
班
の
現
場
は
、
愛
知
県
北
設
楽
郡
設
楽
町

に
あ
る
段
戸
山
（
標
高
一
、一
五
二
㍍
）
を
源

流
と
す
る
豊
川
の
源
流
部
に
当
り
段
戸
高
原

県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
有

林
の
大
半
は
水
源
涵
養
等
の
保
安
林
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
下
流
域
の
住
民
の
重
要
な
水
源
地

と
な
っ
て
い
ま
す
。
約
九
〇
㌫
が
ヒ
ノ
キ
を
中

心
と
し
た
人
工
林
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め

七
〇
㌔
㍍
以
上
に
及
ぶ
林
道
や
作
業
道
の
路
網

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

班
員
二
名
は
、
毎
朝
、
森
林
事
務
所
に
お
い

て
森
林
官
の
指
示
の
も
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行

い
、
主
に
林
道
維
持
修
繕
や
森
林
保
全
管
理
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
、
熱
中
症
対

策
や
防
蜂
対
策
に
は
十
分
注
意
を
払
い
万
全
な

体
制
で
現
場
作
業
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

 　

ま
た
、
裏
谷
地
区
に
は
、
愛
知
県
で
は
最

大
規
模
の
原
生
林
「
き
ら
ら
の
森
（
通
称
）」

が
あ
り
、
自
然
観
察
な
ど
多
く
の
人
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
夏
季
シ
ー
ズ
ン
は
数
多
く
の
小

学
校
の
森
林
教
室
が
行
わ
れ
、
現
場
で
は
、
通

横断排水溝を敷設中

シ
リ
ー
ズ 
シ
リ
ー
ズ 

　
　
［
愛
知
森
林
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
邦
森
林
事
務
所
］

常
業
務
の
傍
ら
、
所
内
担
当
職
員
の
指
導
を
仰

ぎ
つ
つ
、
ま
た
、
児
童
と
の
受
け
答
え
を
楽
し

み
な
が
ら
森
林
環
境
教
育
の
業
務
に
も
携
わ
っ

て
い
ま
す
。

森林（もり）に対する思いを描いてみませんか。あなたがイメージする「美しい森林」・あったらいいなこんな森林・
つくってみたいなこんな森林”そんな夢のある森林を描いてみませんか。

森林の絵画コンクール応募票

題　　　名

性別 (　　男　　・　　女　　）

年齢（　　　　　　　歳）

フリガナ

氏　名

保護者氏名

住　所
郵便番号〒

電話　　　（　　　　　）
幼　　児 小学生低学年 小学生高学年 中学生

部　門 年
少

1

年
中

2

年
長

3

小
１

4

小
２

5

小
３

6

小
４

7

小
５

8

小
６

9

中
１

10

中
２

11

中
３

12
※性別・部門欄は、該当する事項及び数字を○で囲んで下さい。

キリトリ線

１. 応募に当たって
⑴テ ー マ：①あなたがイメージする「美しい森林（もり）」　②森林へ行った時の楽しい思い出
　　　　　　③「こんな森林があったらいいな、こんな森林をつくってみたいな」という夢のある絵とします。
⑵応募作品： ４つ切りサイズ以内の画用紙に、クレヨン、水彩絵具、色鉛筆又はボールペンで描いた未発表の作品とし、
　　　　　　応募点数に制限はありません。
⑶応募資格：幼児及び小・中学生とします。
　　　　　　（幼児、小学生低学年（１～３年生）、高学年（４～６年生）、中学生に区分）
⑷応募方法：応募票に必要事項を記入し、作品と一緒にお送り下さい。
　　　　　　なお、作品は折れ目が付かないようにして下さい。
　　　　　　応募票は、ホームページからも入手できます。
　　　　　　ホームページアドレス：http://www.mori758.go.jp/
⑸締　　切：平成20年９月16日（火）
⑹応 募 先：名古屋市熱田区熱田西町１－20　中部森林管理局名古屋事務所
　　　　　　「森林の絵画コンクール係」宛（TEL052-683-9206・IP050-3160-6660）

２. 入賞者の発表と表彰
入賞作品の発表は10月上旬とし、入賞者には文書等でお知らせします。
幼児、小学生低学年（１～３年生）、高学年（４～６年生）、中学生の４部門とし、各部門の入賞作品は、中部森林管理局長（金
賞）、中日新聞社賞（銀賞）、中部日本治山治水連盟賞（銅賞）各１点及び中部森林管理局名古屋事務所長賞（佳作）２点と
します。
なお、表彰式については、別途入賞者にお知らせします。

３. 作品の取扱い方法
応募作品の著作権・版権は、中部森林管理局・中日新聞社・中部日本治山治水連盟に帰属するものとします。
主催／林野庁中部森林管理局名古屋事務所・中日新聞社・中部日本治山治水連盟
協賛／ぺんてる株式会社

森林（もり）の絵画コンクール作品募集要領
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一　

課
題
を
取
り
あ
げ
た
背
景

　

飛
騨
地
域
の
よ
う
に
ス
ギ
、
カ
ラ
マ
ツ
人
工

林
の
割
合
が
高
い
地
域
で
の
間
伐
促
進
と
木
材

利
用
に
は
、
事
業
コ
ス
ト
の
低
減
が
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
度
に
新
た
な
「
森
林
・
林
業
基

本
計
画
」
と
「
岐
阜
県
森
林
づ
く
り
基
本
条

例
」
が
策
定
さ
れ
る
な
か
、
民
有
林
・
国
有
林

が
連
携
し
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と
の
認
識
の

下
、
地
域
と
連
携
し
低
コ
ス
ト
作
業
の
実
践
と

普
及
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

二　

経　
　

過

　

国
有
林
で
は
、
中
部
森
林
管
理
局
の
低
コ
ス

ト
・
高
効
率
作
業
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
高
山

市
荘
川
町
に
あ
る
山
中
山
国
有
林
が
指
定
さ

れ
、
高
性
能
林
業
機
械
と
「
四
万
十
方
式
」
の

路
網
作
設
を
取
り
入
れ
た
請
負
の
発
注
を
実
践

し
ま
し
た
。

　

民
有
林
側
で
は
、
同
町
一
色
地
区
に
お
い
て

路
網
と
中
間
土
場
活
用
に
よ
る
輸
送
経
費
軽
減

の
取
組
が
行
わ
れ
、
民
国
相
互
に
情
報
の
共
有

を
す
る
な
ど
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
し

た
。

三　

実
行
結
果

　

山
中
山
国
有
林
の
取
組
で
は
、
山
と
し
っ
か

り
向
き
合
う
中
で
飛
騨
で
も
四
万
十
方
式
を
実

践
で
き
た
こ
と
と
と
も
に
、
発
注
側
請
負
側
そ

れ
ぞ
れ
の
問
題
点
・
課
題
を
ま
と
め
、
ト
ー
タ

ル
コ
ス
ト
縮
減
を
念
頭
に
、
今
後
も
継
続
す
る

取
組
の
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

　

民
有
林
で
の
取
組
は
、
新
た
な
輸
送
手
段
と

し
て
成
果
が
あ
が
り
、
民
国
連
携
に
よ
る
効
果

的
な
普
及
な
ど
、
飛
騨
地
域
で
の
低
コ
ス
ト
作

業
の
取
組
が
大
き
く
動
き
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
の
小
学
生
に
山
中
山
国
有
林
を

見
学
し
て
も
ら
う
な
ど
、
広
く
地
域
の
方
々
へ

国
有
林
の
取
組
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

四　

考　
　

察

　

民
有
林
と
国
有
林
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
取

組
活
動
の
広
が
り
が
見
ら
れ
、
低
コ
ス
ト
作
業

の
必
要
性
と
可
能
性
を
地
域
に
広
く
普
及
で
き

た
と
と
も
に
、
地
域
か
ら
は
国
有
林
へ
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
望
む
声
も
聞
か
れ
、「
国
有
林

が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
評
価
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

低
コ
ス
ト
作
業
は
山
主
へ
の
還
元
や
森
林
整

備
を
通
じ
た
地
球
温
暖
化
防
止
、
国
産
材
の
復

活
に
つ
な
が
る
こ
と
を
意
識
し
、「
飛
騨
で
も

で
き
た
」
を
合
い
言
葉
に
、
今
後
も
実
践
と
普

及
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

スキー場の駐車場を利用した中間土場：
民有林と連携した視察会

荘川小学校５年生による山中山国有林見学

四万十方式を取り入れた路網作設

「
平
成
十
九
年
度
　

　
　
　

中
部
森
林
技
術
交
流
発
表
会
　

優
秀
賞
受
賞
課
題
」
を
紹
介
２

「
飛
騨
で
も
で
き
た
」
を
目
指
し

　

民
有
林
・
国
有
林
が
連
携
し
た

低
コ
ス
ト
作
業
の
取
り
組
み

　

飛
騨
署　

尾
神
森
林
官 
川
本　

芳
光

　
　

〃　
　

流
域
管
理
調
整
官
（
発
表
当
時
）

 

中
谷　
　

博 
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［
東
信
森
林
管
理
署
・
指
導
普
及
課
］
旧
長
野

局
に
お
け
る
複
層
林
の
造
成
は
、
設
定
時
は
樹

種
的
特
長
を
生
か
し
た
ヒ
ノ
キ
人
工
林
の
植
栽

が
主
体
と
な
っ
て
お
り
、
天
然
に
発
生
す
る
稚

樹
の
有
効
活
用
が
効
率
的
な
複
層
林
造
成
に
必

要
で
し
た
。

　

管
内
各
署
で
類
似
し
た
作
業
が
行
わ
れ
て
お

り
、
小
規
模
で
は
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
と
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま

え
、
ヒ
ノ
キ
人
工
林
に
お
い
て
事
業
的
規
模
で

天
然
更
新
施
業
法
の
確
立
を
目
的
と
し
て
昭
和

五
十
三
年
に
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

〇
実
験
林
の
概
要

　

場　

所　

奈
良
本
山
国
有
林
一
一
八
〇
林
班

　

標　

高　

一
、〇
〇
〇
〜
一
、一
六
〇
ｍ

　

土
壌
型　

適
潤
性
黒
色
土
が
主
体

　

基　

岩　

第
三
紀
層　

堆
積
岩
（
砂
岩
他
）

　

方　

位　

北
東
〜
北
西

　

年
平
均
気
温　

七
度

　

年
降
水
量　

一
、四
〇
〇
㎜

　

林　

況　

 

ヒ
ノ
キ
人
工
林
（
大
正
三
〜
五
年

植
）
85
％

　
　
　
　
　

カ
ラ
マ
ツ
補
植
10
％

　
　
　
　
　

ア
カ
マ
ツ
５
％（
天
然
生
）　

　

面　

積　

三
四
・
九
〇
㌶

〇
実
験
林
内
の
試
験

　

実
験
林
内
で
は
次
の
四
種
類
の
試
験
を
行
っ

て
い
ま
す
。

△
漸
伐
試
験

　

当
時
、
実
験
林
の
大
半
の
林
床
に
は
過
去
二

回
の
間
伐
に
よ
り
ヒ
ノ
キ
稚
樹
が
㌶
当
り
一
○

万
本
の
発
生
を
見
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
従
来

の
漸
伐
施
業
を
主
体
と
し
て
更
新
を
促
す
試
験

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
（
対
象
面
積　

二
五
・
三
〇
㌶
）

△
帯
状
皆
伐
試
験

　

前
記
、
漸
伐
試
験
と
の
比
較
検
討
と
し
て
、

保
残
区
と
皆
伐
区
を
二
区
画
ず
つ
設
定
。

　
（
対
象
面
積　

一
・
三
二
㌶
）

△
小
面
積
皆
伐

　

帯
状
皆
伐
区
と
同
様
に
漸
伐
試
験
と
の
比
較

検
討
と
し
て
㌶
当
り
四
千
本
の
植
栽
を
実
施
。

　
（
対
象
面
積　

〇
・
六
一
㌶
）

△
大
径
材
生
産

　

当
初
、
間
伐
を
繰
返
し
大
径
材
生
産
を
行
う

試
験
と
し
て
設
定
。

　
（
設
定
面
積　

七
・
六
七
㌶
）

〇
試
験
地
の
更
新
状
況
等

　

調
査
結
果
か
ら
、
コ
ケ
型
で
は
稚
樹
の
発
生

が
多
く
、
稚
樹
生
長
は
サ
サ
型
で
伐
採
率
の
低

い
方
が
良
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
小
面
積
皆
伐
で
は
広
葉
樹
の
侵
入
が

著
し
く
多
い
こ
と
も
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

〇
近
年
の
取
組

　

漸
伐
試
験
で
は
場
所
に
よ
っ
て
更
新
状
況
が

様
々
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
稚
樹
の
生
長
促
進

等
の
た
め
上
層
木
の
疎
開
に
取
り
組
む
こ
と
。

ま
た
、
大
径
材
生
産
に
つ
い
て
も
間
伐
を
実
施

し
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
、
平
成
十
四
〜
十
五

年
度
に
間
伐
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

〇
今
後
の
取
組

　

設
定
か
ら
三
十
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
が
近

年
、
間
伐
に
よ
る
稚
樹
発
生
・
稚
樹
の
生
長
促

進
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
今
後
も
計
画

的
な
調
査
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

〇
所
在
地　

長
野
県
小
県
郡
青
木
村

　

こ
の
実
験
林
は
、
森
林
施
業
モ
デ
ル
林
と
し

て
い
ま
す
。

2525

奈
良
本
山
ヒ
ノ
キ
人
工
林

　
　
　
　
　

天
然
更
新
実
験
林

奈
良
本
山
ヒ
ノ
キ
人
工
林

　
　
　
　
　

天
然
更
新
実
験
林

奈良本山実験林の天然更新の様子
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宇
宙
と
の
窓
口　

パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ

 

［
東
信
署
］
こ
こ
は
蓼
科
山
の
北
東
に
位
置
す

る
大
曲
国
有
林
、
カ
ラ
マ
ツ
林
の
山
道
を
走
行

し
て
い
る
と
突
然
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
巨
大

な
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
、
一
気
に
気
持
ち
が
高

ぶ
る
。
何
か
し
ら
胸
が
高
鳴
る
よ
う
な
不
思
議

な
光
景
で
あ
る
。
車
で
ア
ン
テ
ナ
の
真
下
ま
で

行
け
る
。
日
に
よ
っ
て
ア
ン
テ
ナ
は
向
き
を
変

え
、
常
に
ゴ
ー
〜
と
い
う
音
に
つ
い
上
を
見
上

げ
て
し
ま
う
。

　

こ
こ
は
、
臼
田
宇
宙
空
間
観
測
所
と
い
う
、

文
部
科
学
省
宇
宙
科
学
研
究
所
の
付
属
施
設
で

す
。

　

こ
の
施
設
は
、
惑
星
や
彗
星
の
よ
う
な
天
体

に
接
近
し
て
観
測
を
行
う
深
宇
宙
探
査
機
に
向

け
て
動
作
指
令
を
送
信
し
た
り
、
探
査
機
か
ら

の
観
測
デ
ー
タ
を
受
信
す
る
た
め
に
建
設
さ
れ

ま
し
た
。
都
市
雑
音
な
ど
の
妨
害
電
波
が
少
な

い
こ
の
地
が
選
ば
れ
、
一
九
八
四
年
十
月
か
ら

運
用
し
て
お
り
、
施
設
の
中
核
を
な
す
大
型
パ

ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
は
、
直
径
が
六
十
四
㍍
の
反

射
鏡
を
有
し
、
総
重
量
は

一
、九
八
〇
ト
ン
と
の
こ
と

で
す
。

　

こ
の
観
測
所
が
追
跡
す

る
日
本
の
宇
宙
探
査
機
は
、

我
が
国
初
の
人
工
衛
星
で

一
九
八
五
年
一
月
八
日
に

打
上
ら
れ
た
「
さ
き
が
け
」

を
は
じ
め
、「
す
い
せ
い
」、

「
ひ
て
ん
」、「
は
る
か
」
な

ど
現
在
八
機
あ
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
色
々
な

宇
宙
波
を
解
析
し
て
お
り
、

い
つ
か
地
球
以
外
の
生
命

体
が
発
し
た
電
波
を
捉
え

る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
こ
こ
に
は
、
太
陽
系
の
一
部

が
五
十
五
億
分
の
一
の
模
型
で
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

宇
宙
空
間
の
旅
に
一
度
訪
れ
て
み
ま

せ
ん
か
。

◆
ア
ク
セ
ス

要
車　

国
道
一
四
一
号
線　

佐
久
市
臼

田
下
小
田
切
信
号
を
西
へ
向
か
い
約

四
〇
分
、最
寄
り
駅
は
小
海
線
臼
田
駅
。

◎
教
職
員
森
林
環
境
教
育
研
修

　

８
月
４
日　

 

木
曽
署
管
内

　

８
月
６
日　

 

愛
知
所
管
内

　

８
月
７
日　

 

中
信
署
管
内

　

８
月
８
日　

 

南
信
署
管
内

◎
森
林
ふ
れ
あ
い
講
座

　

８
月
23
日　

名
古
屋
事
務
所

◎
名
古
屋
シ
テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業

　

８
月
30
日　

飛
騨
署
管
内

施
設
の
案
内
看
板

突
然
見
え
る
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ

パラボラアンテナと関連施設


